
10

20

JP 7196636 B2 2022.12.27

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7196636号

(P7196636)
(24)登録日　令和4年12月19日(2022.12.19)(45)発行日　令和4年12月27日(2022.12.27)

(54)【発明の名称】　撚り線内蔵基板

(51)国際特許分類
　   Ｈ０５Ｋ 3/46 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０５Ｋ 3/46 　　　Ｊ 　　　
　Ｈ０５Ｋ 3/46 　　　Ｎ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-11707(P2019-11707)
(22)出願日　 平成31年1月25日(2019.1.25)
(65)公開番号　 特開2020-120053(P2020-120053 

A)
(43)公開日　 令和2年8月6日(2020.8.6)

審査請求日　 令和3年6月25日(2021.6.25)

(73)特許権者　 000004260
株式会社デンソー
愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地

(74)代理人　 110001519
弁理士法人太陽国際特許事務所

(72)発明者　 佐々木  一行
愛知県豊田市トヨタ町１番地  トヨタ自 
動車株式会社内

審査官　 黒田  久美子

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 材 を 備 え た 中 基 板 と 、
　 基 材 を 備 え 、 前 記 中 基 板 の 一 方 の 面 に 積 層 さ れ た 第 １ 外 基 板 と 、
　 基 材 を 備 え 、 前 記 中 基 板 の 他 方 の 面 に 積 層 さ れ た 第 ２ 外 基 板 と 、
　 前 記 中 基 板 の 前 記 基 材 に 形 成 さ れ た 孔 に 配 置 さ れ 、 複 数 の 素 線 か ら 構 成 さ れ た 撚 り 線 と 、
　 前 記 孔 内 に お い て 前 記 撚 り 線 の 前 記 複 数 の 素 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 １  
外 基 板 の 一 方 の 面 ま で 延 在 す る 導 電 ブ ロ ッ ク と 、
　 を 備 え る 撚 り 線 内 蔵 基 板 で あ っ て 、
  前 記 孔 は 、 前 記 中 基 板 の 前 記 基 材 を 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 で あ り 、
  前 記 貫 通 孔 は 、 前 記 撚 り 線 が 配 線 さ れ た 方 向 に 沿 っ て 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い る 、
  撚 り 線 内 蔵 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 撚 り 線 内 蔵 基 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 電 流 伝 送 媒 体 が 、 幅 方 向 に 交 差 す る 方 向 に 複 数 の 切 れ 目 が 形 成 さ れ た  
扁 平 導 体 を 有 す る こ と で 、 銅 線 の 末 端 処 理 の 複 雑 化 を 招 く こ と な く 大 き な 電 流 を 流 す 際 に  

請求項の数　1　（全8頁）
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発 生 す る 渦 電 流 に よ っ て 生 じ る ジ ュ ー ル 熱 を 抑 制 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ９ ６ ９ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 基 板 に 大 電 流 を 流 す た め に 、 銅 板 を 加 工 し た バ ス バ ー を 内 蔵 し た バ ス バ ー 内  
蔵 基 板 が 知 ら れ て い る 。 バ ス バ ー 内 蔵 基 板 に は 、 バ ス バ ー に 電 流 が 流 れ て 発 熱 し た 際 に 、  
バ ス バ ー が 線 膨 張 し て 上 下 の 基 板 に 大 き な 応 力 が 発 生 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 バ ス バ ー 内 蔵 基 板 に お け る バ ス バ ー に 代 え て 特 許 文 献 １ の 技 術 の 適 用 が 想 定 さ  
れ る が 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 外 基 板 （ 上 下 の 基 板 ） と の 接 続 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 大 電 流 に 対 応 可 能 で あ る と 共 に 、 基 板 に 生 じ る 応 力 を 抑 制 す る こ と が で き る  
撚 り 線 内 蔵 基 板 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 撚 り 線 内 蔵 基 板 は 、 基 材 を 備 え た 中 基 板 と 、 基 材 を 備 え 、 前 記 中 基 板  
の 一 方 の 面 に 積 層 さ れ た 第 １ 外 基 板 と 、 基 材 を 備 え 、 前 記 中 基 板 の 他 方 の 面 に 積 層 さ れ た  
第 ２ 外 基 板 と 、 前 記 中 基 板 の 前 記 基 材 に 形 成 さ れ た 孔 に 配 置 さ れ 、 複 数 の 素 線 か ら 構 成 さ  
れ た 撚 り 線 と 、 前 記 孔 内 に お い て 前 記 撚 り 線 の 前 記 複 数 の 素 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る と 共  
に 、 前 記 第 １ 外 基 板 の 一 方 の 面 ま で 延 在 す る 導 電 ブ ロ ッ ク と 、 を 備 え る 撚 り 線 内 蔵 基 板 で  
あ っ て 、 前 記 孔 は 、 前 記 中 基 板 の 前 記 基 材 を 厚 み 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 孔 で あ り 、 前 記 貫 通  
孔 は 、 前 記 撚 り 線 が 配 線 さ れ た 方 向 に 沿 っ て 延 び る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 撚 り 線 内 蔵 基 板 で は 、 そ れ ぞ れ 基 材 を 備 え る 中 基 板 、 第 １ 外 基 板 及 び  
第 ２ 外 基 板 が 積 層 さ れ て い る 。 こ こ で 、 中 基 板 の 基 材 に 形 成 さ れ た 孔 に 撚 り 線 が 配 置 さ れ  
て い る の で 、 撚 り 線 を 利 用 し て 基 板 の 内 部 に 大 き な 電 流 を 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 複 数 の 素 線 か ら 構 成 さ れ た 撚 り 線 を 用 い る の で 、 バ ス バ ー を 用 い る 場 合 と 比 較 し  
て 、 渦 電 流 に よ る 発 熱 が 抑 制 さ れ る と 共 に 、 基 板 に 生 じ る 応 力 が 緩 和 さ れ る 。 更 に 、 導 電  
ブ ロ ッ ク が 、 孔 か ら 第 １ 基 板 の 一 方 の 面 ま で 延 在 す る と 共 に 、 よ り 線 の 複 数 の 素 線 と 電 気  
的 に 接 続 さ れ て い る の で 、 撚 り 線 と 外 基 板 （ 第 １ 外 基 板 ） と を 適 切 に 接 続 を す る こ と が で  
き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 大 電 流 に 対 応 可 能 で あ る と 共 に 、 基 板 に 生 じ る 応 力 を 抑 制 す る こ と が  
で き る 撚 り 線 内 蔵 基 板 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 撚 り 線 内 蔵 基 板 の 要 部 を 示 す 断 面 図 （ 撚 り 線 に 沿 う 方 向 に 切 断 し  
た 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ２ － ２ 線 断 面 図 （ な お 、 ２ － ２ 線 断 面 に は リ ッ ツ 線 は 現 れ な い た め 、 リ ッ  
ツ 線 を 破 線 で 表 現 し て い る 。 ） で あ る 。
【 図 ３ 】 各 基 板 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 撚 り 線 内 蔵 基 板 （ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ ） を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に お い て 上 基 板 １ ０ Ｂ を 透 視 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 撚 り 線 内 蔵 基 板 に 内 蔵 さ れ た リ ッ ツ 線 及 び 導 電 ブ ロ ッ ク の み を 拡  
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大 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 撚 り 線 内 蔵 基 板 ２ ０ ０ （ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ ） の 回 路 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 第 １ 実 施 形 態 〕
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 撚 り 線 内 蔵 基 板 １ ０ ０ は 、 中 基 板 １ ０ Ａ  
と 、 「 第 １ 外 基 板 」 と し て の 上 基 板 １ ０ Ｂ と 、 「 第 ２ 外 基 板 」 と し て の 下 基 板 １ ０ Ｃ と 、  
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 中 基 板 １ ０ Ａ 、 上 基 板 １ ０ Ｂ 及 び 下 基 板 １ ０ Ｃ の 各 々 は 、 一 例 と し て 、 図 ３ に 示 す よ う  
に 、 基 材 １ ２ と 、 基 材 １ ２ の 両 面 に 配 置 さ れ た 銅 箔 １ ４ と 、 銅 箔 １ ４ の 外 面 に 配 置 さ れ た  
レ ジ ス ト １ ６ と 、 を 備 え て い る 。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 基 材 １ ２ 、 銅 箔 １ ４ 及 び レ ジ  
ス ト １ ６ を 纏 め て 基 板 １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ 、 １ ０ Ｃ と し て 簡 略 化 し て 図 示 し て い る 。 ま た 、 銅  
箔 １ ４ の 層 数 は ２ 層 だ け で な く 、 ４ 層 、 ６ 層 な ど の 多 層 基 板 で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 撚 り 線 内 蔵 基 板 １ ０ ０ は 、 中 基 板 １ ０ Ａ と 上 基 板 １ ０ Ｂ と の 間 、 及  
び 中 基 板 １ ０ Ａ と 下 基 板 １ ０ Ｃ と の 間 に そ れ ぞ れ プ リ プ レ グ ２ ０ を 挟 ん で 積 層 さ れ る こ と  
で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 中 基 板 １ ０ Ａ の 基 材 １ ２ に は 、 「 孔 」 と し て の 貫 通 孔 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １  
５ に は 、 「 撚 り 線 」 と し て の リ ッ ツ 線 ３ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 リ ッ ツ 線 ３ ０ は 、 貫 通 孔 １  
５ に 複 数 本 （ 図 １ の 断 面 に 表 れ て い る の は ３ 本 、 図 ２ に 破 線 で 示 す の は ９ 本 ） 配 置 さ れ て  
い る 。 リ ッ ツ 線 ３ ０ は 、 そ の 長 手 方 向 を 各 基 板 １ ０ の 面 方 向 （ 図 １ の 左 右 方 向 ） に 向 け た  
状 態 で 配 置 さ れ て い る 。 複 数 の リ ッ ツ 線 ３ ０ は 、 互 い に 間 隔 を あ け る と 共 に 、 互 い に 平 行  
に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 図 に は 示 し て い な い が 、 複 数 の リ ッ ツ 線 ３ ０ の 間 の 空 間 （ す な  
わ ち 、 貫 通 孔 １ ５ の う ち 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ や 後 述 の 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ 以 外 の 空 間 ） は 、 樹 脂  
な ど の 絶 縁 体 で 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 示 は 省 略 す る が 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ の 各 々 は 、 複 数 本 の 素 線 （ 本 実 施 形 態 で は エ ナ  
メ ル 線 ） が 撚 り 合 わ さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 リ ッ ツ 線 ３ ０ の 端 部 ３ ２ （ 図 １ に お け る 右 側 端 部 ） に は 、 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ が 設 け ら れ  
て い る 。 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ は 、 導 電 性 の 部 材 に よ り 形 成 さ れ た ブ ロ ッ ク 状 の 構 成 で あ り 、  
例 え ば 銀 ペ ー ス ト に よ り 形 成 さ れ て い る 。 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ は 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ を 構 成 す る  
複 数 本 の エ ナ メ ル 線 の 銅 線 と 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ と 導 電 ブ ロ ッ ク  
４ ０ と は 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ の 端 部 ３ ２ に お い て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ は 、 上 基 板 １ ０ Ｂ を 貫 通 し て 、 上 基 板 １ ０ Ｂ の 一 方 の 面 １ ０ Ｂ ａ に ま  
で 延 在 し て い る 。 こ れ に よ り 、 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ の パ ッ ド 部 ４ ２ は 、 上 基 板 １ ０ Ｂ の 一 方  
の 面 １ ０ Ｂ ａ に 露 出 し て い る 。 こ の た め 、 上 基 板 １ ０ Ｂ の 一 方 の 面 １ ０ Ｂ ａ に 負 荷 や コ イ  
ル 、 コ ン デ ン サ な ど を 実 装 し 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ と 接 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ 基 材 １ ２ を 備 え る 中 基 板 １ ０ Ａ 、 上 基 板 １ ０  
Ｂ 及 び 下 基 板 １ ０ Ｃ が 積 層 さ れ て い る 。 こ こ で 、 中 基 板 １ ０ Ａ の 基 材 １ ２ に 形 成 さ れ た 貫  
通 孔 １ ５ に リ ッ ツ 線 ３ ０ が 配 置 さ れ て い る の で 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ を 利 用 し て 撚 り 線 内 蔵 基 板  
１ ０ ０ の 内 部 に 大 き な 電 流 を 流 す こ と が で き る 。
　 ま た 、 複 数 の 素 線 か ら 構 成 さ れ た リ ッ ツ 線 ３ ０ を 用 い る の で 、 バ ス バ ー を 用 い る 場 合 と  
比 較 し て 、 渦 電 流 に よ る 発 熱 が 抑 制 さ れ る と 共 に 、 基 板 に 生 じ る 応 力 が 緩 和 さ れ る 。 更 に  
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、 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ が 、 貫 通 孔 １ ５ か ら 上 基 板 １ ０ Ｂ の 一 方 の 面 １ ０ Ｂ ａ ま で 延 在 す る と  
共 に 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ の 複 数 の 素 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る の で 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ と 外 基 板  
（ 上 基 板 １ ０ Ｂ ） と を 適 切 に 接 続 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 本 発 明 の 撚 り 線 内 蔵 基 板 １ ０ ０ は 、 一 例 と し て 、 Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ に 適 用 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 撚 り 線 内 蔵 基 板 ２ ０ ０ を 上 基 板 １ ０ Ｂ 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る  
。 図 ５ は 、 図 ４ に お い て 上 基 板 １ ０ Ｂ を 透 視 し た 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ は 、 撚 り 線 内 蔵 基 板  
２ ０ ０ に 内 蔵 さ れ た リ ッ ツ 線 ３ ０ 及 び 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ の み を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ７ は  
、 撚 り 線 内 蔵 基 板 ２ ０ ０ （ Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ ） の 回 路 構 成 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 上 基 板 １ ０ Ｂ の 一 方 の 面 １ ０ Ｂ ａ に は 、 複 数 の パ ッ ド 部 ４ ２ が  
露 出 し て い る 。 な お 、 パ ッ ド 部 ４ ２ Ｐ は 、 回 路 図 （ 図 ７ ） に お け る Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｖ ｅ 側 に  
対 応 し 、 パ ッ ド 部 ４ ２ Ｎ は 、 Ｎ ｅ ｇ ａ ｔ ｉ ｖ ｅ 側 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ の 回 路 図 に お け る （ １ ） ～ （ ８ ） は 、 ぞ れ ぞ れ 図 ６ に お け る （ １ ） ～ （ ８ ） に 対 応  
し て い る 。 こ れ ら 対 応 関 係 か ら 判 る よ う に 、 回 路 図 （ 図 ７ ） に お け る （ １ ） と （ ２ ） と の  
間 や 、 （ ３ ） と （ ４ ） と の 間 は 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ Ｐ に よ り 構 成 さ れ 、 （ ６ ） と （ ５ ） と の 間  
は 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ Ｎ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 大 電 流 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ Ｐ は 、 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ Ｐ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り  
、 リ ッ ツ 線 ３ ０ Ｎ は 、 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ Ｎ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０  
Ｐ は 、 そ の 上 部 に お い て 枝 分 か れ し た 形 状 と な っ て い る 。 こ の 枝 分 か れ し た 形 状 に よ り 、  
導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ Ｐ は 、 複 数 本 の リ ッ ツ 線 ３ ０ Ｎ を 避 け る よ う に し て 、 上 基 板 １ ０ Ｂ の 一  
方 の 面 １ ０ Ｂ ａ の 側 ま で 延 在 し て い る 。 ま た 、 図 示 は 省 略 す る が 、 第 ２ 実 施 形 態 に お い て  
も リ ッ ツ 線 ３ ０ 同 士 の 間 は 、 樹 脂 な ど で 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 図 ６ の （ ８ ） に お け る 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ Ｎ の よ う に 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ と 導 電 ブ ロ ッ  
ク ４ ０ と の 導 通 箇 所 は 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ の 端 部 ３ ２ で な く て も よ く 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ の 中 間 部  
で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ を 構 成 す る 複 数 の 素 線 （ エ ナ メ ル 線 ） の 被 覆 を  
溶 か し つ つ 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ を 形 成 す る と よ い 。 ま た 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ を 中 間 部 で 切 断 し 、  
切 断 し た 端 部 ３ ２ に お い て エ ナ メ ル 線 の 銅 線 を 露 出 さ せ て か ら 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ を 接 触 さ  
せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 上 記 実 施 形 態 の 補 足 説 明 〕
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 「 撚 り 線 」 が リ ッ ツ 線 ３ ０ で あ り 、 「 素 線 」 が エ ナ メ ル 線 で  
あ る 例 を 説 明 し た が 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 複 数 の リ ッ ツ 線 ３ ０ と １ つ の 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ と が 電 気 的 に  
接 続 さ れ た 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 １ 本 の リ ッ ツ 線 （ 複  
数 の 素 線 で 構 成 さ れ て い る 。 ） と １ つ の 導 電 ブ ロ ッ ク ４ ０ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い て も  
よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 リ ッ ツ 線 ３ ０ と 上 基 板 １ ０ Ｂ と が 接 続 さ れ た 例 を 説 明 し た が  
、 リ ッ ツ 線 ３ ０ と 接 続 さ れ る の が 、 上 基 板 １ ０ Ｂ と 下 基 板 １ ０ Ｃ の 両 方 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ０ Ａ  中 基 板
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１ ０ Ｂ  上 基 板 （ 第 １ 外 基 板 ）
１ ０ Ｂ ａ       上 基 板 （ 第 １ 外 基 板 ） の 一 方 の 面
１ ０ Ｃ  下 基 板 （ 第 ２ 外 基 板 ）
１ ２    基 材
１ ５    貫 通 孔 （ 孔 ）
３ ０    リ ッ ツ 線 （ 撚 り 線 ）
３ ０ Ｎ  リ ッ ツ 線 （ 撚 り 線 ）
３ ０ Ｐ  リ ッ ツ 線 （ 撚 り 線 ）
４ ０    導 電 ブ ロ ッ ク
４ ０ Ｎ  導 電 ブ ロ ッ ク
４ ０ Ｐ  導 電 ブ ロ ッ ク
１ ０ ０  撚 り 線 内 蔵 基 板
２ ０ ０  撚 り 線 内 蔵 基 板
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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